
12
月
22
日
行
わ
れ
た
議
会
全

員
協
議
会
で
、
愛
西
市
は
、
「
出

張
所
整
備
検
討
報
告
書
」
を
提
出

し
ま
し
た
。

こ
の
報
告
書
で
は
、
支
所
は
佐

織
支
所
（
職
員
12
名
以
内
）
、
立

田
支
所
（
職
員
６
名
以
内
）
、
八

開
支
所
（
職
員
６
名
以
内
）
の
３

か
所
と
し
、
永
和
・
市
江
出
張
所

は
廃
止
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

出
張
所
の
廃
止
時
期
は
、
市
庁

舎
増
築
後
と
す
る
模
様
で
す
。

永
和
・
市
江
出
張
所
の
廃
止
理

由
は
、
総
合
庁
舎
か
ら
の
距
離
が

近
い
こ
と
、
総
合
庁
舎
の
利
便
性

の
向
上
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

下
村
一
郎
議
員
は
じ
め
、
佐
屋

地
区
の
議
員
が
、
永
和
支
所
存
続

の
要
請
を
行
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

支
所
廃
止
の
方
針
が
出
ま
し
た
。

※
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
日
本
共
産

党
議
員
団
、
愛
西
市
委
員
会
ま
で
、

み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

支
所
の
市
民
サ
ー
ビ
ス

現
在
の
機
能
を
維
持

日
本
共
産
党
は
、
昨
年
４
月
の

市
議
選
で
、
総
合
支
所
と
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
維
持
・
充
実
を
訴
え
、
議

会
で
も
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

今
回
、
出
先
機
関
の
名
称
を

「
支
所
」
と
し
、
現
在
と
「
ほ
ぼ

同
等
の
１
３
５
項
目
の
業
務
」
を

行
な
う
と
し
て
い
ま
す
。

総
合
支
所
と
し
て
の
機
能
は
守

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
愛
西
市
庁
舎
整
備
基
本
計
画
案
」

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

本
庁
を
増
改
築
す
る
基
本
計
画

案
が
出
さ
れ
、

１
月
に
市
民
の

声
を
募
集
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
行
な
い
ま
す
。

12
月
議
会
の
補
正
予
算
で
、
子

宮
頸
が
ん
、
ヒ
ブ
、
小
児
肺
炎
球

菌
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
助
成
が

提
案
さ
れ
、
1
月
17
日
か
ら
実

施
さ
れ
ま
す
。
医
療
費
と
の
差
額

（
実
費
の
約
２
割
程
度
）
は
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
、
一
般
質
問
や

予
算
要
望
な
ど
を
通
じ
て
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
へ
の
助
成
を
求
め
て
き

ま
し
た
。
９
月
議
会
に
、
新
日
本

婦
人
の
会
か
ら
出
さ
れ
た
請
願
が
、

今
議
会
の
冒
頭
で
趣
旨
採
択
さ
れ
、

１
８
３
８
筆
の
署
名
が
市
長
に
出

さ
れ
る
な
ど
市
民
の
声
も
高
ま
っ

て
い
ま
し
た
。

当
面
、
平
成
23
年
度
ま
で
の
実

施
で
、
24
年
度
以
降
の
継
続
と
無

償
実
施
を
求
め
て
賛
成
し
ま
し
た
。

児
童
館
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

を
民
間
に
指
定
管
理
す
る
議
案
に

対
し
て
、
日
本
共
産
党
の
下
村
一

郎
議
員
は
「
草
平
児
童
館
は
、
選

定
得
点
が
1
位
の
事
業
者
と
現
在

指
定
管
理
を
受
け
て
い
る
事
業
者

は
わ
ず
か
な
差
だ
っ
た
の
に
、
新

し
い
業
者
に
か
わ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
児
童
に
と
っ
て
指
導
員
が
か

わ
る
の
は
良
く
な
い
」
と
指
摘
。

現
場
に
一
度
も
行
か
ず
業
者
選
定

ま
た
、
下
村
議
員
は
「
児
童
館

な
ど
の
選
定
を
し
た
『
選
定
委
員

会
』
（
４
名
）
は
、
た
っ
た
２
回

の
審
議
を
行
っ
た
だ
け
で
、
現
場

に
一
度
も
行
か
ず
に
指
定
管
理
業

者
を
決
め
た
」
と
批
判
し
ま
し
た
。

市
長
「
選
考
の
あ
り
方
を
検
討
」

文
教
福
祉
委
員
会
の
審
議
で
、

八
木
市
長
は
「
選
考
の
あ
り
方
も

内
容
を
も
っ
と
吟
味
し
、
今
後
の

あ
り
方
も
検
討
す
る
よ
う
指
示
し

て
い
る
」
と
答
弁
。
今
後
、
下
村

議
員
の
指
摘
も
検
討
す
る
こ
と
を

約
束
し
ま
し
た
。

愛
西
市
は
児
童
館
、
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
、
障
害
者
作
業
所
、

体
育
館
な
ど
体
育
施
設
の
総
て
を

指
定
管
理
（
運
営
か
ら
施
設
管
理

ま
で
総
て
を
委
託
）
、
ま
た
、
新

給
食
セ
ン
タ
ー
は
建
設
か
ら
、
今

後
15
年
間
の
運
営
ま
で
全
面
委
託

す
る
形
で
民
間
に
「
丸
投
げ
」
さ

れ
ま
し
た
。

今
後
、
旧
佐
屋
地
区
に
あ
る
直

営
の
児
童
館
、
保
育
所
、
そ
の
他

の
住
民
に
関
わ
る
各
種
施
設
の
指

定
管
理
（
民
間
委
託
）
が
ど
う
な

る
の
か
懸
念
さ
れ
ま
す
。

12
月
議
会
最
終
日
、
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ

（
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
）
交

渉
参
加
反
対
に
関
す
る
請
願
」

（
あ
い
ち
海
部
農
協
、
西
尾
張
農

民
組
合
が
そ
れ
ぞ
れ
請
願
）
が
賛

成
多
数
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
加
藤
敏
彦
議
員

の
一
般
質
問
で
、
日
本
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ

に
参
加
し
た
場
合
、
愛
西
市
の
影

響
は
農
業
生
産
額
で
２
０
億
９
６

０
０
万
円
（
２
２
．
４
％
減
）
と

な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。

市
長
「
現
時
点
で
は
反
対
」

加
藤
議
員
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
関

税
を
原
則
撤
廃
し
、
農
産
物
の
輸

入
完
全
自
由
化
を
す
す
め
る
も
の

で
あ
り
、
日
本
農
業
と
地
域
経
済

に
深
刻
な
打
撃
と
な
る
。
八
木
市

長
は
「
現
時
点
で
は
、
当
然
反
対

で
あ
る
」
と
表
明
し
ま
し
た
。
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あけましておめでとうございます

本年もよろしくお願いいたします

日本共産党愛西市議団のホームページができました
http://aisai.jcpweb.net/

ご意見ご感想をお寄せください

永
和
・
市
江
出
張
所
廃
止
へ

「
出
張
所
整
備
検
討
報
告
書
」
出
る

１
月
か
ら
補
助
を
実
施

子
宮
頸
が
ん
な
ど
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

■助成額と対象者

種 類 助成金額 助成対象者

子宮頸がん 13,000
円

高校1年生
（平成23年度は中学1年から高校1年）

ヒブ 7,000円 2か月～5歳未満
肺炎球菌 9,000円 2か月～5歳未満

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
で
愛
西
市
で
は
約
21
億
円
の
影
響

参
加
反
対
の
請
願
採
択

「
草
平
児
童
館
」
の
指
定
管
理
議
案

共
産
党
「
指
導
者
の
継
続
が
大
事
」
と
反
対

12
月
議
会
報
告

■品目別の
影響額

※愛西市の農業生産

額９３億８０００万

円（平成１８年の生

産額）をもとに試算

品目 増減（％） 影響額

コメ －90％ 14億6700万円

牛乳 －75.5％ 2億8500万円

豚肉 －70％ 3億2900万円

鶏卵 －18％ 1575万円



実収月額 免除等の内容

基準生活費の115%以下 全額免除

基準生活費の115%超130%以下 ２分の１免除

基準生活費の130%超140%以下 徴収猶予

医療費の一部負担金の減免制度

★基準生活費（生活保護の最低生活費）

★徴収猶予（医療機関の窓口では払わず、市
　が直接徴収することにし、徴収を猶予する）

永
井
千
年
議
員
は
、
１
４
５
世

帯
の
留
め
置
か
れ
て
い
る
保
険
証

を
す
ぐ
に
渡
す
と
と
も
に
、
短
期

保
険
証
が
、
他
の
自
治
体
は
６
ヶ

月
を
中
心
に
し
た
運
用
な
の
に
、

愛
西
市
は
、
１
ヵ
月
や
３
ヵ
月
の

交
付
が
40
％
も
増
加
し
て
い
る
こ

と
の
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

市
民
部
長
は
、｢

短
期
保
険
証
は

窓
口
で
出
し
て
い
る
。
納
付
誓
約

書
を
提
出
し
て
も
納
付
し
な
い
人

は
１
ヵ
月
の
保
険
証
に
し
て
い
る
。

無
茶
な
金
額
を
お
願
い
し
て
い
る

わ
け
で
な
い
」
と
、
改
善
を
否
定
。

医
療
費
の
窓
口
負
担
の
減
免
制

度
の
周
知
の
求
め
に
は
、
「
窓
口
、

広
報
、
Ｈ
Ｐ
で
、
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

を
示
し
て
周
知
す
る
」
と
約
束
し

ま
し
た
。

市
長
「
値
上
げ
は

や
む
を
え
な
い
」

永
井
議
員
が
、
「
国
保
運
営
協

議
会
に
、
大
幅
値
上
げ
案
が
示
さ

れ
た
。
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
額

を
増
や
し
て
、
国
保
税
の
値
上
げ

を
や
め
よ
」
と
求
め
た
の
に
対
し
、

市
長
は
、
「
値
上
げ
は
や
む
を
え

な
い
」
と
撤
回
を
拒
否
し
ま
し
た
。

市
は
雇
用
確
保
に

も
っ
と
取
り
組
め

永
井
議
員
は
、
「
ス
ポ
ー
ツ
施

設
の
指
定
管
理
で
は
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
仕
事
が
大
き
く

減
少
す
る
」
と
、
業
者
へ
の
指
導

を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
賃
金
や

労
働
条
件
を
確
保
し
、
工
事
や
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
を
防
ぐ
「
公
契
約
条

例
」
の
検
討
を
求
め
ま
し
た
。

経
済
建
設
部
長
は
、
「
業
者
に

引
き
続
き
雇
用
す
る
よ
う
指
導
し

て
い
る
。
公
契
約
条
例
は
現
時
点

で
は
考
え
て
い
な
い
が
、
研
究
し

た
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

下
村
一
郎
議
員
は
、
日
本
共
産

党
の
「
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
か
ら

「
大
き
な
ド
ラ
ム
缶
で
ど
ん
ど
ん

燃
や
さ
れ
る
の
で
、
洗
濯
物
に
は

臭
い
が
つ
く
し
、
窓
を
開
け
れ
ば

灰
と
臭
い
が
部
屋
の
中
ま
で
入
っ

て
き
て
困
っ
て
い
る
」
と
い
う
市

民
の
声
を
紹
介
し
、
「
市
役
所
や

消
防
署
に
野
焼
き
に
関
す
る
苦
情
、

産
廃
に
対
す
る
苦
情
が
届
い
て
い

る
か
」
と
質
問
。

市
民
部
長
と
消
防
長
は
、
苦
情

件
数
は
平
成
19
年
１
４
７
件
、
平

成
20
年
１
８
４
件
、
平
成
21
年

１
５
７
件
と
「
多
数
の
苦
情
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
」
と
答
弁
。

下
村
議
員
は
、
広
報
や
、
「
野

焼
き
パ
ト
ロ
ー
ル
」
の
実
施
、

「
枯
れ
草
や
農
業
廃
棄
物
な
ど
の

堆
肥
化
」
な
ど
の
検
討
を
提
案
。

市
民
部
長
は
、
「
チ
ラ
シ
の
作

成
は
や
り
た
い
。
ま
た
、
広
報
、

パ
ト
ロ
ー
ル
や
堆
肥
化
の
研
究
な

ど
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
し
た
い
」

と
答
え
ま
し
た
。

市
の
１
２
８
施
設

プ
ロ
集
団
で
管
理
を

下
村
議
員
は
、
年
間
約
６
億
１

０
０
０
万
円
の
修
理･

改
修
予
算

の
か
か
る
庁
舎
や
学
校
施
設
な
ど

１
２
８
施
設
の
管
理
に
つ
い
て
、

建
物
の
管
理
や
工
事
発
注
を
各
課

が
行
っ
て
い
る
こ
と
対
し
て
、

「
愛
西
市
に
は
建
築
士
が
複
数
お

り
、
施
設
管
理
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト

が
い
る
。
「
施
設
管
理
課
」
の
よ

う
な
も
の
を
つ
く
り
、
プ
ロ
集
団

が
全
施
設
を
管
理
す
れ
ば
経
費
の

面
で
も
、
内
容
の
面
で
も
大
き
な

力
を
発
揮
で
き
る
」
と
提
案
。

総
務
部
長
は
「
良
い
提
案
だ
と

思
う
。
今
の
職
員
だ
け
で
は
無
理

だ
が
検
討
す
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

加
藤
敏
彦
議
員
は
、
住
民
要
望

で
あ
る
駅
西
の
踏
切
の
改
良
工
事
、

駅
前
広
場
事
業
の
計
画
、
安
全
対

策
、
排
水
計
画
、
校
庭
の
拡
幅
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
踏
み
切
り
工
事

踏
切
の
改
良
工
事
に
つ
い
て
、

経
済
建
設
部
長
は
、
「
平
成
22
年

度
に
取
り
付
け
道
路
、
23
年
度
に

踏
み
切
り
工
事
を
行
う
」
と
答
弁
。

ま
た
、
教
育
部
長
は
、
「
小
学

校
の
校
庭
は
東
南
角
ま
で
ま
っ
す

ぐ
広
げ
、
遊
具
の
移
設
を
考
え
て

い
る
。
工
事
は
平
成
24
年
度
に
計

画
し
て
い
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

広
場
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

安
全
対
策
に
つ
い
て
、
経
済
建

設
部
長
は
、
「
防
犯
カ
メ
ラ
を
地

下
道
の
入
り
口
や
広
場
に
設
置
し

た
い
。
勝
幡
小
学
校
の
東
の
道
路

等
は
、
今
後
検
討
す
る
」
と
答
弁
。

勝
幡
南
地
域
の
浸
水
対
策
は
、

「
大
型
の
側
溝
を
駅
前
広
場
ま
で

布
設
し
、
駅
か
ら
折
り
返
し
て
勝

幡
排
水
機
場
へ
と
計
画
し
て
い
る
」

と
答
え
ま
し
た
。

佐
織
中
学
校

防
球
ネ
ッ
ト
の
整
備

加
藤
議
員
は
、
野
球
の
ボ
ー
ル

が
、
民
家
に
飛
ん
で
い
く
問
題
に

に
つ
い
て
、
防
球
ネ
ッ
ト
の
整
備

を
求
め
ま
し
た
が
、
教
育
部
長
は

「
ボ
ー
ル
が
校
外
に
行
か
な
い
よ

う
に
、
学
校
に
要
望
を
強
く
し
た
。

経
過
を
見
な
が
ら
す
す
め
て
い
き

た
い
」
と
の
答
弁
で
し
た
。

真
野
和
久
議
員
は
、
景
気
対
策

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
「
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
」
に
つ
い

て
、
蒲
郡
市
で
、
約
１
４
１
５
万

円
の
助
成
の
段
階
で
２
億
７
２
８

万
円
の
工
事
額
と
、
15
倍
の
経
済

効
果
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
、
愛

西
市
商
工
会
と
話
を
し
た
中
で
も
、

「
良
い
制
度
の
よ
う
な
の
で
、
ぜ

ひ
実
現
し
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ

た
こ
と
を
紹
介
。
国
か
ら
の
地
域

活
性
化
交
付
金
約
１
億
１
千
万
円

を
利
用
し
、
市
内
の
業
者
に
仕
事

を
つ
く
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

副
市
長
「
耐
震
改
修
が

進
ま
な
く
な
る
」

経
済
建
設
部
長
は
、
「
一
定
の

効
果
が
あ
り
、
利
用
者
も
多
い
と

思
う
が
、
愛
西
市
は
耐
震
改
修
を

優
先
」
と
答
弁
。
副
市
長
は
、

「
地
域
活
性
化
交
付
金
も
使
え
る

が
、
①
今
年
度
限
り
で
は
、
継
続

性
に
問
題
、
②
使
い
や
す
い
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
が
で
き
る
と
、
耐
震
改
修

が
進
ま
な
く
な
る
」
と
答
弁
。

真
野
議
員
は
問
題
の
す
り
替
え

を
批
判
し
、
景
気
対
策
と
し
て
再

検
討
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

津
島
市
民
病
院
に

巡
回
バ
ス
乗
り
入
れ
を

真
野
議
員
は
、
市
民
か
ら
要
望

の
強
い
、
津
島
市
民
病
院
へ
の
乗

り
入
れ
に
つ
い
て
、
津
島
市
の
企

画
秘
書
課
で
、
「
市
長
も
、
議
会

も
、
ぜ
ひ
愛
西
市
の
バ
ス
に
乗
り

入
れ
て
ほ
し
い
と
言
っ
て
い
る
」

と
話
さ
れ
た
こ
と
を
紹
介
し
、
早

期
に
実
施
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

総
務
部
長
は
、
「
病
院
や
駅
へ

の
乗
り
入
れ
は
、
改
善
を
進
め
て

行
く
な
か
で
検
討
し
た
い
」
と
早

期
の
検
討
は
否
定
し
ま
し
た
。
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永
井
千
年
議
員

国
民
健
康
保
険
は
社
会
保
障

保
険
税
の
値
上
げ
や
め
よ

日
本
共
産
党
議
員
の
一
般
質
問
か
ら

加
藤
敏
彦
議
員

勝
幡
駅
前
広
場
の

安
全
対
策
・浸
水
対
策
は

下
村
一
郎
議
員

法
律
違
反
の
「野
焼
き
禁
止
」の

取
り
組
み
を

真
野
和
久
議
員

地
域
活
性
化
交
付
金
を
活
用
し

住
宅
リ
ホ
ー
ム
助
成
の
実
施
を

立田・八開庁舎の
確定申告

従来どおりの
平日開設に

来年から日曜日しか行わないと

していた立田・八開庁舎の確定申

告は、これまで通りにすすめるこ

とになりました。

11月24日、日本共産党市議団が

「2011年度愛西市予算編成につい

ての要求書」を八木市長に提出し、

懇談した中で、回答があったもの

です。 党市議団は、「市民アン

ケート」などをまとめ、233項目

について市長に要望しました。


